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ざら岳易 
・東京支部総会報告

・記念講演「女性話者走る」竹信三恵子氏

・「テンファーレの花の重さ」国際奨学生キム・ジョムヒ

新
支
部
長
挨
拶

「
見
つ
け
て
み
よ
う

新
た
な
自
分
」

東
京
支
部
長

佐
々
木

澄
子

四
月
十
七
日
、
都
心
に
は
珍
し
い
新
緑

溢
れ
る
千
駄
ヶ
谷
で
支
部
総
会
が
開
催
さ

れ
、
新
委
員
十
名
を
加
え
、
総
勢
二
十
二

名
の
チ
ー
ム
が
発
足
し
た
。
大
役
を
引
き

受
け
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
だ
が
、
出

身
校
も
違
う
者
同
士
、
た
く
さ
ん
の
出
会

い
の
中
、
二
年
後
に
は
、
何
か
を
得
ら
れ

た
と
お
互
い
思
え
る
よ
う
に
な
り
た
い
。

さ
て
、
「
と
も
し
び
」
今
号
に
は
東
京
支

部
委
貝
会
の
各
係
の
仕
事
や
、
サ
ー
ク
ル

に
つ
い
て
の
紹
介
が
さ
れ
て
い
る
。
東
京

支
部
は
他
の
地
方
支
部
と
は
異
な
り
、
委

員
会
の
活
動
や
協
力
は
小
さ
い
が
、
I
A

U
W
本
部
の
活
動
に
も
関
係
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
十
二
月
の
自
然
科
学
講
演
会
、

新
春
の
集
い
に
お
け
る
国
内
奨
学
金
贈
呈

式
、
三
月
の
国
際
奨
学
生
報
告
会
な
ど
は

本
部
と
の
共
催
で
、
そ
れ
ら
に
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、
支
部
活
動
を
越
え
た
広
が

り
の
中
で
何
か
し
ら
新
た
な
発
見
も
得
ら

れ
る
。

今
年
度
の
J
A
U
W
全
国
セ
ミ
ナ
ー

は
、
国
立
婦
人
教
育
会
館
で
の
最
後
の
セ

ミ
ナ
ー
と
な
る
。
東
京
支
部
は
例
年
通
り

実
行
委
貝
へ
の
参
加
と
バ
ザ
ー
の
催
し
を

勤
め
た
い
。
支
部
安
貞
の
半
数
が
新
人
で
、

各
々
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
も
全
て
変
わ
っ
た
今

期
、
去
年
の
よ
う
な
発
表
は
で
き
な
い
が
、

七
月
、
九
月
に
は
セ
ミ
ナ
ー
に
沿
っ
た
講

演
会
・
勉
強
会
を
企
画
し
、
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。

こ
こ
数
年
の
会
貝
殻
の
減
少
は
、
世
の

習
い
と
は
い
え
、
残
念
な
こ
と
だ
。
特
に

若
年
層
の
参
加
が
望
ま
れ
る
。
東
京
支
部

で
は
、
入
会
へ
の
お
誘
い
の
た
め
、
ま
た
、

会
貝
の
方
々
の
交
流
を
深
め
る
た
め
に

も
、
講
演
会
や
見
学
会
を
企
画
し
て
い
る
。

少
人
数
の
委
員
を
中
心
に
し
て
、
催
し
が

次
々
と
実
行
さ
れ
る
中
で
、
新
た
な
る
発

見
が
生
ま
れ
、
お
互
い
の
結
束
も
で
き
あ

が
っ
て
く
る
。

ま
た
、
東
京
支
部
は
サ
ー
ク
ル
活
動
も

活
発
で
、
サ
ー
ク
ル
が
魅
力
で
入
会
さ
れ

た
方
も
多
い
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、
支
部

の
活
動
に
ま
だ
参
加
な
き
ら
な
い
方
々
に

は
、
自
分
の
た
め
に
何
か
し
ら
見
つ
け
ら

れ
る
場
を
提
供
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て

い
る
。
ぜ
ひ
、
支
部
委
貝
誰
に
で
も
お
声

掛
け
い
た
だ
き
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

東
京
支
部
総
会
報
告

前
書
謁

岩
田

玲
子

2
0
0
4
年
度
東
京
支
部
総
会
は
4
月

1
7
日
(
土
)
、
津
田
ホ
ー
ル
内
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

支
部
会
貝
数
4
8
8
名
中
、
総
出
席
者

数
銘
名
、
有
効
委
任
状
提
出
者
数
2
3
2

名
で
総
会
は
成
立
し
た
。

三
浦
支
部
長
の
挨
拶
に
続
き
議
事
に
入

り
、
2
0
0
3
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算

報
告
。
次
い
で
2
0
0
4
年
度
事
業
計
画

案
、
予
算
案
が
審
議
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

新
年
度
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
見
合
わ
せ

た
こ
と
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ま
た
I

F
U
W
総
会
へ
の
準
備
を
事
業
計
画
案
に

組
み
込
む
べ
き
と
の
ご
指
摘
に
支
部
と
し

て
は
真
筆
に
新
年
度
に
と
り
く
ま
せ
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
ご
賛
同
を
得
た
。

新
役
貝
、
委
貝
が
承
認
、
紹
介
さ
れ
、

佐
々
木
新
支
部
長
が
新
年
度
に
向
け
た
抱

負
を
語
ら
れ
、
議
事
は
終
了
し
た
。

続
い
て
、
今
井
会
長
か
ら
東
京
支
部
の

今
後
の
活
動
へ
の
ご
助
言
、
励
ま
し
の
お

こ
と
ば
を
い
た
だ
き
総
会
は
終
了
し
た
。

記
念
講
演
は
、
朝
日
新
聞
記
者
竹
信
三

恵
子
氏
に
よ
り
、
「
女
性
記
者
走
る
-
男
性

型
メ
デ
ィ
ア
の
限
界
に
挑
ん
で
I
」
と
い

う
演
題
で
行
わ
れ
、
棟
と
し
た
女
性
像
を

見
せ
て
い
た
だ
い
た
。



し び 第36号(2)2004年7月1日 と も

2003年度㈱大学婦人協会東京支部決算報告書 2004年度予算

2003. 4. 1 -2004. 3.31 2004. 4. 1 -2005. 3.31

(単位 円)収入の部 (早他 門) 

科 目 予算顎 決算額 差 異 備 考 予算額 備 考 

I 会 費 収 入 1.395.(東調 1,311,00) -84.(X調 437口×3,00 宣.305.00) 435口×3.00) 

Ⅲ 基本財産利息収入 8α) 42 -758 100 

Ⅲ 運用財産利息収入 2(調 8 -192 100 

Ⅳ 帝 付 収 入 300.00) 333.糾4 33.糾4 バザー サークル 葉清貧一般参加農 地 300,(東調 l〈サー サークル 購漬金一般参加農 地 

V 難 収 入 39.2調) 39.2(調 0 入会還付金 賞助会貝遍付金 他 30,200 入会還付金 賞助会員還付金 他 

Ⅵ 調 査 研 究 費 額)。(東調 44,純思 -5.132 0 全国セミナー研究発表(本部より) 

A 当期収入合計 1.785.200 1,729.002 -56.138 1.簡略.400 

B 前 期 繰 越 金 832,絢7 832,997 0 737.089 

C 収入合計(A+B) 2。618.197 2,562,059 一路,1線 2.372,489 

支出の部 

科 目 干重複 決筆意 差 異 物 事 予算額 備 考 

I 脊∴∴∴理 貫 98了.200 鈍9,005 ー18,115 1,0弧,(00 

(l)備 品 費 10,()α) 291 -9.709 

コピー代 用紙 他 

10.00) 

コピー代 用紙 他 (2)消 耗 品 種 110,(X調 鈍.5鎌) ー11.401 110.00) 

(3)印 刷 製 本 貫 30,00 30.50 50 支部のお知らせ 紳筒 他 50し(議) 支部のお知らせ 封筒 他 

(4)通 信 費 327,200 266.105 -61,鵬 支部のさ知らせ ともしげ 本部会報 他 300.(X調 支部のお知らせ ともしげ 本部会絹 地 

(5)交 通 費 70.00 55.(X調 -15,00) 

本部へ分担金 

00.00 発送手当 

(6)事 務 所 貫 120,0α) 刻.00 100.0億) 

570,(議) 事赫所要及び職員事務手当 他 け)事 務 手 当 320.00 裸婦.500 -21.410 職員給料一部負担 他 

Ⅱ 運 営 費 110.00 137,325 27.325 120,調0 

用 総 会 費 70.00 97.670 27.670 会場費 他 80,0α) 会場費 他 

(2〉 委 員 会 費 40,(〕調) 39,655 -345 40,00) 

Ⅲ 事 業 費 鎌調.(朋 718.56() -181.440 6α),(議) 

小 一
般 事 業 費 00,0調) 418.560 -18l.《鳩0 ともしぴ(2回)購濃会 寄付 他 5α).(X灯 ともしぴ(2回)続演会 寄付 他 

(2)国 内 奨 学 金 100.(×調 100.調) 0 国内美学金寄付 100.00) 国内奨学金寄付 

(3)調 査 研 究 費 200.(00 2(調.00 0 全国セミナ一掃査研究 0 全国セミナー検査研究 

Ⅳ 雑 費 10.(議) 0 -10,0α) 10.(議) 

V 子 機 貫 10.00) 0 葛10.(朋) 10,(東調 

D 当期支出合計 2,017.2(畑 1.824,970 -192,230 1,700,(議) 

E 当期収支差額(A-D) -232,(X調 -95,開場 136,(槍2 -1鼻書.6α) 

F 次期繰越金(C-D) 6α),997 737.髄ゆ 重36.002 鴇2,489 重量重量」 
基本財産状況: 普通預金 半4.300.(則 中央三井信託銀行新宿西口支店

連用財産状況:換地金 普通預金 y糊2.712 中央三井信託銀行新宿西口支店

現 金∴∴誉34, 377

会 計 小池朋子 河井尚子

厳正に監査いたしました結果、正確に記載されており、間違いないことを証明いたします。

2煩職年4月17日 会計監査 高井敬子 坂上栄美子(印省略)

大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

二
〇
〇
四
年
度
役
員

委
貝
名
簿

支
部
長

・
佐
々
木
澄
子

副
支
部
長

・
片
柳

洋
子

福
士
仁
三
代

・
細
田

照
子

・
桑
折

美
子

・
森
川

淳
子

・
田
辺

範
子

・
芦
澤
紗
知
子

・
今
村

麻
子

・
岩
田

良
子

・
岡
部

道
子

・
寺
内

直
美

端
本

和
子

(
東
女
)

(
大
女
)

(
奈
女
)

(
実
)

(
奈
女
)

(
茶
)

(
茶
)

(
日
女
)

(
東
女
)

(
日
女
)

(
日
女
)

(
東
女
)

(
日
)

長
谷
川
千
恵
子
(
津
)

・
早
瀬

陽
子
(
津
・
院
)

・
堀
内

洋
子

三
浦

●
三
浦

●
村
木

・
結
城

吉
原

渡
辺

久
子

洋
子

晴
子

愛
子

雅
子

加
代

会
計
監
査

坂
上
栄
美
子

・
三
浦
由
紀
子

(
津
)

(
大
女
)

(
実
・
鹿
)

(
津
)

(
聖
)

(
日
女
)

(
聖
)

(
大
女
)

(
茶
)

(
五
十
音
順
・
印
新
役
貝
、
委
貝
)



2004年7月1日びしもソ
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(3)第36号

記
念
講
演
(
.
〇
4
・
4
・
け
)

「
女
性
記
者
走
る
ー
男
性
型
メ
デ

ィ
ア
の
限
界
に
挑
ん
で
ー
」

講
師

竹
信

三
恵
子
氏

4
月
1
7
日
(
土
)
、
津
田
ホ
ー
ル
で
の
東

京
支
部
総
会
後
の
竹
信
三
恵
子
氏
の
講
演

は
、
前
も
っ
て
配
布
さ
れ
た
レ
ジ
メ
に
従

っ
て
、
ご
自
身
の
体
験
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
た
。

1
.
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
事
実
を
伝
え
て
い

る
か
?

2
.
体
験
か
ら
見
た
男
性
型
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
の
問
題
点
。

3
.
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
構
造
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
o

4
.
メ
デ
ィ
ア
対
策
が
な
い
N
G
O
、
市

民
団
体
、
女
性
運
動
。

5
.
ミ
ニ
メ
デ
ィ
ア
の
限
界
と
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
の
意
味
。

こ
れ
を
要
約
す
る
と
、
男
性
中
心
の
社

会
で
あ
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
、
た
っ

た
1
0
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
女
性
記
者

は
、
自
ら
積
極
的
に
行
動
し
な
い
と
、
そ

の
存
在
は
抹
殺
さ
れ
て
し
ま
う
現
状
で
あ

る
。現

在
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
事
実
を
そ
の

ま
ま
伝
え
て
い
る
か
?

否
。
あ
た
か
も

水
道
水
の
よ
う
な
も
の
で
、
源
流
そ
の
も

の
で
な
く
、
加
味
さ
れ
、
削
除
さ
れ
て
、

読
者
に
届
け
ら
れ
、
日
常
的
に
そ
れ
が
正

し
い
記
事
と
思
わ
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
れ

は
男
性
中
心
の
報
道
の
た
め
、
男
女
の
公

平
さ
に
欠
け
て
い
る
。
さ
ら
に
現
在
の
記

者
は
中
流
以
上
の
家
庭
に
育
て
ら
れ
、
一

流
と
言
わ
れ
る
大
学
卒
業
の
層
の
人
た
ち

に
よ
る
取
材
の
た
め
、
片
寄
っ
た
情
報
に

な
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
も
う
一
つ
記
者
ク
ラ
ブ
の
存
在

の
問
題
が
あ
っ
て
、
常
に
問
題
視
さ
れ
て

い
る
。
特
定
の
記
者
だ
け
が
入
室
を
認
め

ら
れ
、
情
報
が
広
く
収
集
さ
れ
て
い
る
と

は
言
え
な
く
、
片
寄
っ
た
記
事
の
一
方
的

発
表
は
問
題
で
あ
る
し
、
フ
リ
ー
ラ
イ

タ
ー
や
外
国
人
話
者
に
は
非
常
に
不
利
で

あ
る
。

ま
た
官
庁
、
大
手
企
業
が
メ
デ
ィ
ア
を

操
作
し
て
い
る
(
記
者
ク
ラ
ブ
、
記
者
会

見
、
懇
談
、
宴
席
、
特
ダ
ネ
配
分
等
々
)

の
で
は
な
い
か
と
の
疑
い
も
あ
る
。

女
性
は
家
庭
に
、
男
性
は
社
会
に
、
の

観
念
が
今
も
っ
て
変
わ
っ
て
い
な
い
中
で

記
者
ク
ラ
ブ
を
中
心
に
し
た
誼
事
、
実
情

と
の
ず
れ
等
々
と
組
織
の
在
り
方
が
ゆ
が

め
ら
れ
た
ま
ま
の
状
態
を
、
竹
信
氏
は
苛

立
ち
を
覚
え
て
憂
え
て
い
る
。

ど
う
か
、
葉
書
で
も
メ
ー
ル
で
も
、
こ

ま
め
に
外
部
か
ら
、
良
か
っ
た
こ
と
、
悪

い
こ
と
を
、
気
か
つ
い
た
ら
呼
び
か
け
て

ほ
し
い
。
少
し
で
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
現

状
を
打
破
す
る
こ
と
に
協
力
し
て
ほ
し

い
、
と
。

さ
て
、
一
読
者
と
し
て
思
う
に
、
昨
今

新
聞
受
け
に
新
聞
が
配
達
さ
れ
て
い
る
家

が
ず
い
ぶ
ん
少
な
く
な
り
、
活
字
離
れ
は

目
に
見
え
て
進
ん
で
い
る
。
こ
の
現
象
を

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
関
係
し
て
い
る
人
々
は

如
何
に
考
え
て
い
る
の
か
。

将
来
を
見
据
え
で
の
妙
案
は
如
何
に
。

社
会
の
男
女
差
別
の
問
題
は
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
に
限
ら
な
い
。
働
く
女
性
の
戦
い
は

続
く
。
大
学
婦
人
協
会
の
存
在
意
義
は
こ

こ
に
も
あ
る
。

(
金
子

京
子
)

第
6
回
寺
田
科
学
研
究
奨
励
賞
贈
呈
式

(
朋
・
5
・
8
)

今
回
の
受
賞
者
は
広
島
県
立
大
学
の
生

物
資
源
学
部
可
一
ふ
二
才
恵
美
博
士
(
バ
イ
オ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
)
と
独
立
行
政
法
人
・
科

学
技
術
振
興
機
構
の
深
沢
倫
子
博
士
(
応

用
物
理
学
・
北
海
道
大
学
卒
)

で
あ
る
。

一
二
三
博
士
は
、
標
的
蛋
白
質
を
破
壊

す
る
ス
ー
パ
ー
抗
体
酵
素
の
存
在
を
発
見

し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
意
図
的
に
作
製
す
る

こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
の
研
究
成
果
は
新

し
い
型
の
医
薬
品
の
開
発
を
示
唆
す
る
画

期
的
研
究
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
こ
の

発
見
に
至
る
実
験
に
は
一
二
三
博
士
の

並
々
な
ら
ぬ
執
念
や
努
力
が
あ
り
、
教
授

が
頭
の
下
が
る
思
い
と
述
べ
ら
れ
て
い

た
。深

沢
博
士
は
、
氷
の
結
晶
内
の
分
子
の

基
礎
的
研
究
か
ら
、
南
極
氷
床
内
部
で
起

こ
る
分
子
拡
散
と
い
う
現
象
の
解
明
に
成

功
し
た
。
そ
の
研
究
の
手
法
・
着
眼
点
な

ど
極
め
て
独
創
的
で
、
地
球
環
境
の
研
究

の
み
な
ら
ず
、
物
質
研
究
の
推
進
に
も
大

き
く
貢
献
す
る
と
い
う
。
こ
の
研
究
に
は
、

学
際
的
な
新
領
域
開
拓
を
要
し
、
深
沢
博

士
は
、
わ
く
わ
く
す
る
思
い
と
意
欲
を
語

っ
て
い
た
。

贈
呈
式
は
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
開

催
さ
れ
、
選
考
経
過
報
告
、
賞
の
贈
呈
、

受
賞
講
演
、
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
ご

両
親
や
関
係
の
方
々
が
広
島
や
北
海
道
か

ら
来
ら
れ
、
前
会
受
賞
者
、
会
貝
も
加
わ

り
盛
会
で
あ
っ
た
。
素
晴
ら
し
い
資
質
の

若
々
し
い
女
性
研
究
者
を
、
守
田
さ
ん
も

喜
ん
で
見
守
ら
れ
て
い
た
と
思
う
。

(
丸
山

庸
子
)
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第
4
7
回
通
常
総
会
報
告

副
支
部
長

福
士

仁
三
代

全
国
総
会
は
4
月
3
日
か
ら
京
都
で
開

催
さ
れ
た
。
今
年
は
春
の
訪
れ
が
早
く
、

春
爛
漫
、
満
開
の
桜
の
季
節
と
な
っ
た
。

初
日
は
評
議
委
員
会
、
支
部
長
懇
談
会

に
続
い
て
夜
は
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。
京

都
市
生
ま
れ
で
マ
リ
ン
バ
奏
者
と
し
て
活

躍
中
の
適
時
睦
美
さ
ん
が
そ
の
お
仲
間
と

共
に
、
あ
で
や
か
な
音
色
と
奥
深
い
マ
リ

ン
バ
の
演
奏
を
披
露
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

翌
日
の
総
会
に
は
、
2
4
支
部
、
2
3
5

名
(
東
京
支
部
か
ら
は
6
5
名
)

が
出
席
し

た
。
今
井
会
長
を
議
長
に
、
例
年
ど
お
り

各
委
貝
会
、
各
支
部
、
国
庫
補
助
事
業
(
全

国
セ
ミ
ナ
ー
)
な
ど
の
活
動
報
告
の
後
、

午
後
か
ら
は
審
議
・
懇
談
が
行
わ
れ
た
。

今
年
は
役
貝
・
監
事
4
名
の
交
替
が
あ

り
、
新
役
員
の
承
認
と
紹
介
が
さ
れ
た
。

国
庫
補
助
事
業
は
、
テ
ー
マ
を
「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
2
1
世
紀
を
生
き
る
-
平
和
・
平

等
・
教
育
の
視
点
か
ら
-
」
と
し
た
。

2
0
0
5
年
に
は
当
J
A
U
W
が
所
属
す

る
国
連
N
G
O
国
内
婦
人
委
員
会
主
催
の

「
中
東
女
性
交
流
」
の
担
当
団
体
と
し
て
予

定
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
繋
が
る
調
査
な

ど
も
望
ま
れ
て
い
る
。
国
際
奨
学
金
に
つ

い
て
、
1
月
の
臨
時
総
会
で
決
定
し
た
「
基

本
財
産
一
部
取
り
崩
し
」
が
文
科
省
よ
り

承
認
さ
れ
た
旨
の
報
告
が
あ
っ
た
。
そ
の

他
、
会
員
資
格
、
名
称
変
更
、
I
F
日
W

の
会
費
負
担
の
問
題
な
ど
、
活
発
な
意
見

交
換
が
な
さ
れ
た
。

青
木
I
F
U
W
会
長
か
ら
は
、
I
F
U

W
は
国
際
的
に
大
い
に
評
価
さ
れ
、
国
連

な
ど
か
ら
の
信
頼
が
篤
い
こ
と
、
日
本
に

も
常
に
そ
の
繋
が
り
を
意
識
し
た
活
動
を

期
待
し
た
い
と
い
う
お
話
が
あ
っ
た
。

総
会
後
は
、
ホ
テ
ル
前
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
の
二
条
城
を
散
策
す
る
人
、
円
山
公
園

の
夜
桜
見
物
に
出
か
け
る
人
な
ど
、
そ
れ

ぞ
れ
に
京
の
春
の
宵
を
満
喫
し
た
よ
う
だ
。

京
の
街
は
何
度
訪
れ
て
も
優
し
く
迎
え

て
く
れ
る
。
も
う
少
し
ゆ
っ
く
り
し
た
い

と
想
い
を
残
し
っ
つ
、
私
自
身
は
そ
の
日

の
う
ち
に
帰
路
に
つ
い
た
。
新
幹
線
を
降

り
た
東
京
は
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
寒
い
夜
。

京
の
春
と
支
部
の
皆
様
の
お
も
て
な
し
が

京
都
支
部
主
催「

桃
山
文
化
」

コ
ー
ス

総
勢
五
十

二
名
、
京
都

支
部
の
ご
案

内
の
方
四
名

で
、
宿
泊
ホ

テ
ル
の
す
ぐ

前
の
二
条
城

へ
、
ガ
イ
ド

さ
ん
の
後
に

つ
い
て
歩
い

暖
か
く
思
い
起

こ
さ
れ
た
。

(
次
期
通
常
総

会
は
2
0
0
5

年
4
月
9
日
、

1
0
日
、
横
浜
で

開
催
の
予
定
)

て
い
っ
た
。
前
日
の
雨
に
耐
え
て
く
れ
た

桜
が
、
薄
紅
色
を
湛
え
て
、
松
の
緑
を
バ

ッ
ク
に
「
綺
麗
」

の
一
言
だ
っ
た
。
二
の

丸
庭
園
の
宝
来
島
、
四
方
正
面
の
庭
、
清

流
園
を
巡
っ
て
お
城
に
上
が
る
。

全
体
が
八
百
も
の
畳
と
か
で
、
各
部
屋

は
、
二
十
畳
或
い
は
、
四
十
畳
と
区
切
ら

れ
て
い
る
。
機
能
に
よ
っ
て
分
か
れ
、
襖

絵
は
、
今
な
お
色
彩
を
残
し
、
何
度
見
て

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
有
名
な
十
五
代
将

軍
慶
喜
の
大
政
奉
還
を
発
表
し
た
大
広
間

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
は
る
か
遠
い
昔

に
思
い
を
馳
せ
た
。

次
に
バ
ス
よ
り
東
山
三
十
六
峰
を
見
な

が
ら
、
鴨
川
を
渡
り
、
高
台
寺
へ
向
か
う
。

こ
こ
は
、
桃
山
時
代
の
終
わ
り
、
秀
吉

没
後
、
北
の
政
所
「
ね
ね
」
が
そ
の
菩
提

を
弔
う
た
め
、
開
創
し
た
。
桜
船
廓
の
中

ほ
ど
の
観
月
台
、
北
の
政
所
が
眠
る
霊
屋
、

な
ど
は
創
建
時
の
建
物
で
、
重
要
文
化
財

で
あ
る
。
秀
吉
に
注
い
だ
「
ね
ね
」

の
愛

情
の
深
さ
が
感
じ
ら
れ
、
こ
の
よ
う
な
国

の
宝
が
、
末
永
く
存
在
す
る
よ
う
、
手
を

合
わ
せ
た
。

次
に
、
一
般
に
は
非
公
開
の
門
跡
寺
院

妙
法
院
へ
。
秀
吉
が
父
母
の
た
め
に
造
っ

た
庫
裏
は
、
吹
き
抜
け
で
、
高
い
屋
根
は

火
の
見
櫓
の
役
も
し
た
と
い
う
。
虎
漢
の

庭
は
特
別
名
勝
と
さ
れ
、
そ
れ
を
は
さ
ん

で
、
黒
書
院
、
白
書
院
が
あ
る
。
時
の
後

白
河
上
皇
が
「
法
住
寺
殿
」

の
造
営
に
着

手
し
た
、
皇
室
に
縁
の
あ
る
寺
社
で
静
か

で
落
ち
着
い
た
場
所
だ
っ
た
。

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
昼
食
の
後
、
西
本
願

寺
の
飛
雲
閑
の
拝
観
と
な
っ
た
。
御
影
堂

は
、
江
戸
初
期
に
次
ぐ
二
回
目
の
棟
積
み

で
、
屋
根
の
修
理
中
だ
っ
た
。
丁
度
良
い

機
会
に
め
ぐ
り
合
い
、
工
事
用
の
索
屋
根

が
作
ら
れ
、
府
職
員
の
引
間
さ
ん
の
説
明

も
丁
寧
で
よ
く
分
か
っ
た
。

最
後
の
見
学
場
所
を
終
え
京
都
駅
に
向

う
車
中
、
ふ
と
「
し
ば
し
旅
立
ち
た
る
こ

そ
、
白
さ
む
る
心
地
す
れ
」

(
吉
田
兼
好
)

の
思
い
を
味
わ
っ
て
い
る
う
ち
駅
に
着
い

た
。
お
見
送
り
い
た
だ
い
た
京
都
支
部
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
を
し
、
解
散
し
た
。

(
江
口

昌
子
)
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京
都
支
部
主
催

「
絢
胴
そ
し
て
偉
」

コ
ー
ス

「
絢
爛
」
「
佗
」
こ
の
語
句
に
ひ
か
れ
て
、

私
は
迷
う
こ
と
な
く
こ
の
コ
ー
ス
を
選

び
、
期
待
を
し
た
。

ま
ず
金
箔
二
万
枚
を
張
り
巡
ら
し
た
豪

華
な
侍
ま
い
の
金
閣
寺
に
眼
を
見
張
る
。

さ
ら
に
、
池
の
水
面
に
映
え
る
逆
さ
金
閣

の
美
し
い
こ
と
。
そ
し
て
古
今
の
名
店
と

い
わ
れ
る
「
夕
催
事
」
は
南
天
の
古
木
の

床
柱
と
萩
の
違
い
棚
な
ど
如
何
に
も
俺
の

境
地
で
あ
る
。
金
閣
・
鹿
苑
寺
を
後
に
本

阿
弥
光
悦
が
二
十
二
年
間
暮
ら
し
た
光
悦

寺
に
向
か
う
。
洛
北
の
鷹
が
峰
三
田
を
望

む
緑
多
い
こ
の
地
で
、
閑
静
な
住
ま
い
の

茶
室
の
う
ち
特
に
太
虚
庵
は
、
光
悦
没
後

廃
滅
し
、
大
正
四
年
に
現
在
の
も
の
に
復

興
し
た
の
だ
が
、
光
悦
生
存
の
頃
に
催
さ

れ
た
茶
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
竹
で
遠
近
法
を
取
り
入
れ
て

組
ん
だ
巧
み
な
技
の
光
悦
垣
も
見
事
な

物
。
何
よ
り
感
心
し
た
の
は
、
こ
の
時
代

に
村
づ
く
り
の
構
想
を
持
っ
て
芸
術
村
を

築
い
た
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
東
京
都
は

街
づ
く
り
政
策
を
う
ち
だ
し
、
時
代
・
規

模
こ
そ
違
う
け
れ
ど
も
環
境
を
活
性
化
す

る
と
い
う
点
で
は
共
通
点
を
見
出
し
感
服

し
た
。

洛
北
・
紫
野
の
一
角
に
あ
る
大
徳
寺
に

は
、
政
治
権
力
の
流
れ
と
深
く
関
わ
り
あ

っ
て
き
た
利
休
の
木
像
を
置
い
た
唐
様
山

門
・
金
毛
閥
が
あ
る
。
利
休
が
権
力
者
に

屈
服
す
る
こ
と
を
拒
否
し
、
生
命
を
賭
し

て
守
っ
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
か
、
と
ふ

と
考
え
た
。
し
か
も
木
像
ま
で
穣
刑
に
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

快
く
響
く
鷲
張
り
の
廊
下
を
踏
み
し
め

な
が
ら
、
狩
野
探
幽
の
襖
絵
や
小
堀
遠
州

作
庭
の
枯
山
水
庭
園
な
ど
、
心
も
落
ち
着

き
賞
沢
な
至
福
の
ひ
と
時
を
す
ご
し
た
。

む
か
し
使
わ
れ
て
い
た
と
い
う
煤
け
た
竃

も
歴
史
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
時
間

が
な
く
な
り
、
高
相
院
へ
は
行
か
ず
、
二

条
城
へ
向
か
う
。
二
条
城
二
の
丸
御
殿
の

美
し
き
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
昨
夜

の
美
が
強
烈
に
浮
か
ん
で
、
そ
の
折
写
真

に
振
ら
な
か
っ
た
の
を
悔
い
た
。
庭
園
も

や
わ
ら
か
い
日
差
し
の
中
、
ひ
と
き
わ
美

し
く
心
温
ま
る
想
い
を
抱
い
て
帰
路
に
着

い
た
。
-

講
演
(
.
 
〇
4
・
5
・
2
6
)

「
一
葉
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ー
初
期
作
品
を
中
心
に
ー
」

講
師

橋
本

の
ぞ
み
氏

良
い
計
画
を

し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
京
都
支

部
の
方
々
に
心

か
ら
感
謝
申
し

あ
げ
ま
す
。

(
岡
部

道
子
)

二
〇
〇
三
年
度
国
内
奨
学
生
で
あ
り
、

樋
口
一
葉
を
中
心
と
す
る
明
治
・
大
正
期

の
女
性
文
学
を
専
攻
す
る
橋
本
の
ぞ
み
氏

は
、
日
本
女
子
大
付
属
高
校
の
非
常
勤
講

師
と
し
て
も
活
躍
中
で
あ
る
。

一
葉
は
明
治
五
年
に
生
ま
れ
、
長
兄
が

病
死
し
た
翌
年
父
が
後
見
人
で
あ
っ
た
と

は
い
え
、
十
六
歳
で
家
督
相
続
を
し
た
。

翌
年
父
が
病
没
し
た
後
は
針
仕
事
等
で
生

計
を
立
て
て
い
た
が
、
十
九
歳
で
小
説
家

と
し
て
立
と
う
と
意
思
を
固
め
た
。
当
時

女
で
あ
る
一
葉
が
自
分
の
意
思
を
自
分
で

決
め
る
事
が
で
き
た
の
は
「
戸
主
」
と
い

う
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
遂
行
で
き
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
一
葉

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
(
社
会
的
・
文
化
的
性
)

へ
と
話
が
進
め
ら
れ
た
。

二
十
歳
で
半
井
桃
水
の
尽
力
で
「
闇
夜
」

を
発
表
。
「
分
か
れ
道
」
「
経
つ
く
、
至
「
う

も
れ
木
」
は
初
期
作
品
の
代
表
作
で
あ
り

出
世
作
と
い
わ
れ
、
橋
本
の
ぞ
み
氏
は
作

品
の
登
場
人
物
三
人
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識

の
下
で
分
析
・
講
演
さ
れ
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
主
人
公
預
三
は
、
国
民

主
義
者
と
し
て
周
り
の
堕
落
者
を
批
評
し

な
が
ら
、
一
方
で
自
分
も
功
名
心
を
垣
間

見
せ
る
個
人
主
義
者
で
も
あ
る
。
辰
三
は

慈
善
家
と
偽
善
家
と
い
う
二
面
性
の
顔
を

も
つ
。
お
喋
は
「
家
の
女
」
か
ら
「
個
」

へ
と
変
化
を
見
せ
る
が
女
徳
と
い
う
呪
縛

か
ら
「
操
を
破
っ
て
操
を
た
て
ん
か
」
と

い
う
愛
の
葛
藤
か
ら
死
を
選
ぶ
。
氏
は
こ

の
よ
う
に
分
析
し
て
、
三
者
の
そ
れ
ぞ
れ

に
当
時
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
を
投
げ
か
け

た
。
・
さ
ら
に
男
性
中
心
社
会
の
根
深
さ
か

ら
み
れ
ば
、
一
葉
の
社
会
認
識
は
作
品
と

し
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ジ
ェ
ン

ダ
ー
観
も
初
期
一
葉
の
そ
の
時
代
の
深
淵

さ
が
見
て
と
れ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
一
葉

の
日
記
を
通
し
て
も
当
時
の
作
家
の
ジ
ェ

ン
ダ
ー
観
を
投
影
し
て
い
る
と
い
う
。

今
秋
一
葉
の
新
五
千
円
札
を
手
に
し
た

時
去
来
す
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
。

(
三
浦

洋
子
)
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若
い
会
員
を
ど
の
よ
う
に
し
て

増
や
す
か

I
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
Y
W
C
A
に
学
ぶ
ー

講
師

江
尻

美
穂
子
氏

今
回
の
サ
ロ
ン
J
は
、
第
2
8
回
工
F
U

W
総
会
の
地
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
話
題

を
提
供
す
る
と
い
う
趣
旨
で
開
か
れ
た
。

江
尻
氏
は
国
連
N
G
O
国
内
婦
人
委
員

会
の
他
、
数
々
の
団
体
の
委
貝
長
を
務
め

て
お
ら
れ
、
世
界
の
事
情
に
も
く
わ
し
い

立
場
で
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

l
A
U
W
の
発
展
の
た
め
に
、
す
べ
き

こ
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
で
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
Y
W
C
A
が
1
0
年
か
け
て
組

織
の
躍
進
を
図
っ
て
き
た
経
緯
を
参
考
に
、

レ
ジ
メ
を
提
供
さ
れ
た
。
抜
粋
す
る
と
、

1
.
会
の
目
的
の
明
確
化
(
定
款
の
説
明
)

2
.
戦
略
を
立
て
る
(
具
体
的
目
標
、
方
法
)

3
.
若
い
女
性
が
入
会
し
や
す
い
理
由

4
.
メ
ン
ト
ー
ル

(
優
れ
た
指
導
者
)

の

養
成
と
ペ
ア
研
修

な
ど
で
、
日
本
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

国
情
も
、
社
会
情
勢
も
違
う
が
、
若
者
の

置
か
れ
た
環
境
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
と

て
も
参
考
に
な
り
、
I
F
U
W
へ
の
関
心

が
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
う
。

梅
雨
空
の
も
と
、
参
加
者
一
同
、
熱
心

に
語
り
合
い
、
J
A
U
W
の
サ
ロ
ン
は
爽

や
か
で
あ
っ
た
。

(
三
浦
由
紀
子
)

「
テ
ン
フ
ァ
ー
レ
の
花
の
重
さ
」

2
0
0
3
年
度

国
際
奨
学
生

キ
ム
・
ジ
ョ
ム
ヒ

こ
の
前
、
電

車
に
乗
っ
て
い

た
ら
突
然
隣
に

座
っ
て
い
る
四

十
代
位
の
女
の

人
か
ら
話
し
か
け
ら
れ
た
。
「
あ
な
た
は
医

学
の
勉
強
を
し
て
い
る
人
で
す
か
」
「
は

い
」
と
答
え
た
ら
、
「
私
、
実
は
痛
な
ん
で
す

が
、
ち
ょ
っ
と
話
を
聞
い
て
く
れ
ま
せ
ん

か
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
と
き
、
私
は
神
経

解
剖
の
本
を
読
ん
で
い
た
。
「
二
年
前
に
癌

で
手
術
を
し
、
来
週
は
肺
の
手
術
な
ん
で

す
が
、
肺
っ
て
ど
こ
ら
辺
に
あ
る
の
で
す

か
」
と
い
う
質
問
か
ら
話
は
始
ま
っ
た
。

独
身
で
、
き
ょ
う
だ
い
も
い
な
い
よ
う

だ
っ
た
。
日
が
と
て
も
孤
独
で
さ
び
し
そ

う
だ
。
肺
の
手
術
を
し
て
も
、
も
う
命
は

長
く
な
い
の
で
は
…
。
な
の
に
、
ホ
テ
ル

で
ハ
ー
ド
な
仕
事
を
続
け
ざ
る
を
得
な

い
。
誰
も
そ
の
痛
み
を
共
に
す
る
人
の
い

な
い
寂
し
さ
が
、
私
に
何
と
も
言
え
な
い

空
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。

家
族
の
病
気
を
目
の
当
り
に
し
、
そ
ば

で
そ
の
痛
み
を
共
に
し
て
い
る
う
ち
に
、

私
の
体
の
中
か
ら
何
か
が
湧
き
出
し
、
そ

れ
が
き
っ
か
け
で
、
人
々
を
重
い
病
気
か

ら
救
い
た
い
と
い
う
気
詩
を
抱
き
、
研
究

者
の
道
を
選
ん
だ
。
し
か
し
、
最
近
は
現

代
医
学
よ
り
、
む
し
ろ
家
庭
の
暖
か
い
看

護
、
愛
が
持
つ
力
を
、
つ
く
づ
く
感
じ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

一
緒
に
乗
っ
た
十
五
分
間
、
私
は
彼
女

に
何
も
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
た
だ
、
聞
い
て
あ
げ
る
以
外
は
。

「
今
日
、
ホ
テ
ル
で
詰
婚
式
が
あ
り
、
残

っ
た
花
を
も
ら
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ
れ
も

な
ん
か
の
縁
だ
と
思
う
の
で
、
ど
う
ぞ
遠

慮
な
く
一
本
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
勉
強
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」

私
は
自
分
の
中
に
、
そ
の
た
っ
た
一
本

の
テ
ン
フ
ァ
ー
レ
の
花
の
重
さ
を
感
じ
続

け
て
い
る
の
だ
っ
た
。

サ
ロ
ン
オ
ペ
ラ
を
楽
し
む

(
財
務
委
員
会
)
斉
藤

智
恵

オ
ペ
ラ
と
い
え
ば
、
ど
な
た
も
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
と
共
に
上
演
さ
れ
る
華
麗
な
大
舞

台
を
思
い
描
か
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

で
も
、
こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
N
P
O
サ

ロ
ン
オ
ペ
ラ
・
ト
ナ
カ
イ
は
若
手
演
奏
家

た
ち
の
育
成
を
目
的
と
し
た
ピ
ア
ノ
伴
奏

に
よ
る
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
舞
台
で
す
。

財
務
委
員
会
で
は
、
新
し
い
企
画
と
し

て
一
昨
年
よ
り
「
こ
う
も
り
」
を
は
じ
め

と
し
て
「
ト
ス
カ
」
昔
懐
か
し
い

「
ボ
ッ

カ
チ
オ
」
ほ
か
、
最
近
で
は
「
リ
ゴ
レ
ッ

ト
」
や
「
ル
チ
ア
」
な
ど
の
サ
ロ
ン
オ
ペ

ラ
の
鑑
賞
を
行
っ
て
い
ま
す
。
小
舞
台
、

限
ら
れ
た
出
演
者
で
演
奏
時
問
も
二
時
間

余
り
、
ハ
イ
ラ
イ
ト
な
の
で
本
格
的
な
オ

ペ
ラ
の
華
や
か
さ
壮
大
さ
に
は
及
ぶ
べ
く

も
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
二
期
会
や
藤
原

歌
劇
団
所
属
の
力
の
あ
る
若
手
歌
手
た
ち

が
聴
衆
の
目
の
前
で
、
ま
た
客
席
の
中
で

唄
う
有
名
な
ア
リ
ア
の
数
々
、
そ
の
豊
か

な
声
の
響
き
に
包
ま
れ
る
至
福
の
一
時
。

こ
れ
こ
そ
小
さ
な
演
奏
会
場
な
ら
で
は
の

楽
し
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に

原
語
で
の
上
演
の
と
き
は
字
幕
ス
ー
パ
ー

も
入
り
ま
す
。

三
月
の

「
リ
ゴ
レ
ッ
ト
」
年
老
い
た
道

化
リ
ゴ
レ
ッ
ト
と
そ
の
愛
す
る
娘
ジ
ル
ダ

の
悲
し
み
。
バ
リ
ト
ン
の
深
い
響
き
と
ソ

プ
ラ
ノ
の
美
し
き
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
は
日
本
で
の
上
演
は
稀
と
い
う
難

曲
「
ル
チ
ア
」
政
略
結
婚
の
た
め
引
き
裂

か
れ
る
ル
チ
ア
と
恋
人
エ
ド
ガ
ル
ド
の
悲

劇
。
あ
ま
り
に
も
有
名
な
狂
乱
の
場
は
期

待
に
違
わ
ず
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
熱
唱
に
酔

い
し
れ
惜
し
み
な
い
拍
手
を
送
り
ま
し

た
。今

後
の
上
演
予
定
は
「
天
国
と
地
獄
」

七
月
二
十
四
日
よ
り
二
十
七
日
ま
で

日
に
よ
り
昼
の
部
、
夜
の
部
あ
り

自
由
席
五
千
円

残
り

若
干
名

お
問
い
合
わ
せ

財
務
委
・
斉
藤
ま
で

耽
l
・
剛
〇
四
六
七
-
四
五
-
八
〇
五
人
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今
年
度
か
ら
の
新
委
員

〃
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
〃

こ
の
3
月
に
職
場
を
定
年
退
職
い
た
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
磯
に
新
し
い
世
界
を
拡

げ
た
い
と
思
い
4
月
に
入
会
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
楽
し
く
、
有
意
義
に
活
動

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。芦

澤
紗
知
子

本
年
度
よ
り
入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
様
と
の
出
会
い
、
種
々
の
企
画

を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
少
し
で
も

お
役
に
立
て
ま
し
た
ら
幸
い
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

今
村
麻
子

お
誘
い
を
受
け
バ
ザ
ー
係
と
し
て
皆
様

の
お
仲
間
に
い
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

微
力
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
の
ご
協
力
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。岩

田
良
子

以
前
か
ら
J
A
U
W
に
関
心
は
あ
り
ま

し
た
が
、
勤
務
し
て
い
た
間
は
参
加
出
来

ず
に
お
り
ま
し
た
。
今
回
、
時
間
の
調
整

が
自
由
に
な
っ
て
先
輩
の
良
き
ご
指
導
の

も
と
励
み
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。

岡
部
道
子

4
月
か
ら
お
仲
間
に
加
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
皆
様
に
お
教
え
い
た
だ
き
な
が

ら
、
少
し
で
も
お
役
に
立
て
ま
す
よ
う
、

ま
た
、
楽
し
く
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

早
瀬
陽
子

充
実
し
た
「
と
も
し
び
」
作
り
を
目
指

し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
会
貝
の
皆
様
が
気

軽
に
感
想
な
ど
を
話
せ
る
場
所
に
な
れ
ば

い
い
な
、
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
!

堀
内
洋
子

何
も
分
か
り
ま
せ
ん
の
で
お
役
に
立
て

る
の
か
不
安
で
す
が
、
先
輩
方
や
皆
様
方

に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
楽
し
く
前

向
き
な
気
持
ち
で
活
動
い
た
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

三
浦
洋
子

東
京
支
部
の
輝
か
し
い
伝
統
を
引
き
継

ぎ
、
支
部
の
活
動
を
「
と
も
し
び
」
を
通

し
て
お
伝
え
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
新
た
な
出
会
い
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

村
木
晴
子

テ
ニ
ス
の
先
輩
に
お
誘
い
を
受
け
入
会

い
た
し
ま
し
た
。
仕
事
も
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
限
ら
れ
た
時
間
し
か
お
手
伝
い
で

き
ま
せ
ん
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

結
城
愛
子

横
浜
で
日
本
そ
ば
や
を
や
っ
て
い
ま

す
。
時
間
の
余
裕
が
な
い
の
に
も
拘
ら
ず

引
き
受
け
て
み
ま
し
た
。
面
白
い
と
良
い

で
す
ね
。
よ
ろ
し
く
。

寺
内
直
美

各
係
の
チ
ー
フ
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
ー

◆
会
員
係

支
部
委
員
の
皆
様
の
大
切
な
名
簿
管
理

と
、
会
報
・
講
演
会
・
見
学
会
の
お
知
ら

せ
、
事
務
連
絡
な
ど
の
発
送
用
宛
名
シ
ー

ル
作
成
を
担
当
い
た
し
ま
す
。
-
本
部
の
会

員
委
員
会
と
も
連
携
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご
住
所
の
変
更
な
ど
は
早
急
に
支
部
へ

ご
連
絡
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

(
チ
ー
フ

長
谷
川
千
恵
子
・
三
浦
久
子
)

◆
諦
演
・
見
学
係

本
年
度
に
な
り
、
4
月
に
朝
日
新
聞
生

活
部
・
竹
信
三
恵
子
氏
、
5
月
に
昨
年
度

国
内
奨
学
生
の
橋
本
の
ぞ
み
氏
の
講
演
が

無
事
に
終
わ
り
、
6
月
2
8
日
の
旧
岩
崎
邸

の
見
学
会
、
了
月
2
8
日
に
は
カ
メ
ラ
マ
ン

の
菅
沼
隆
二
氏
の
諦
演
会
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
秋
以
降
も
皆
様
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
な
よ
い
企
画
を
、
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

(
チ
ー
フ

早
瀬
陽
子
・
渡
辺
加
代
)

◆
バ
ザ
ー
係

会
貝
の
皆
様
の
ご
協
力
の
下
、
国
内
奨

学
金
や
、
支
部
活
動
の
一
端
を
に
な
う
こ

と
が
出
来
感
謝
い
た
し
ま
す
。
皆
様
に
喜

ん
で
頂
け
る
品
揃
え
を
心
掛
け
、
新
入
会

貝
の
四
人
と
協
力
し
て
参
り
ま
す
。

品
物
の
ご
提
供
、
仕
入
れ
先
の
御
紹
介

等
の
情
報
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

(
チ
ー
フ

吉
原
雅
子
)

◆
サ
ー
ク
ル
係

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、
東
京

支
部
で
は
現
在
五
つ
の
サ
ー
ク
ル
が
活
動

中
で
す
。
趣
味
も
勉
強
も
楽
し
む
こ
と
か

ら
…
 
、
と
言
う
方
々
の
集
ま
り
で
す
。
会

員
の
皆
様
の
ご
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す

(
詳
し
く
は
サ
ー
ク
ル
紹
介
の
棚
を
ご

覧
下
さ
い
)
。

(
福
士
仁
三
代
)

◆
と
も
し
び
係

東
京
支
部
の
活
動
の
報
告
、
お
知
ら
せ

を
載
せ
て
年
二
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
新

入
会
員
の
二
人
と
と
も
に
協
力
し
て
紙
面

を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
チ
ー
フ

端
本
和
子
)

園
胸
囲

/、\
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4

17

5
・
8

5
・
2
6

6
・
2
8

7
・
l

I
A
U
W
第
4
7
回
通
常
総
会

於

京
都

東
京
支
部
総
会

記
念
講
演

「
女
性
記
者
走
る
-
男
性
型

メ
デ
ィ
ア
の
限
界
に
挑
ん
で
」

講
師

竹
信
三
恵
子
氏

守
田
科
学
研
究
奨
励
賞
贈
呈
式

講
演
会

「
一
案
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」

I
初
期
作
品
を
中
心
に
-

講
師

橋
本
の
ぞ
み
氏

見
学
会
「
旧
岩
崎
邸
」

「
と
も
し
び
」
第
3
6
号
発
行

10

1 9_9

1
2
月

l
月

2
月

3
・
l

講
演
会

「
ア
フ
ガ
ン
見
た
ま
ま

聞
い
た
ま
ま
」講

師

菅
沼
隆
二
氏

l
A
U
W
全
国
セ
ミ
ナ
ー

於

国
立
女
性
教
育
会
館

講
演
会

科
学
研
究
奨
励
委
員
会
と
共
催

新
春
の
つ
ど
い

国
内
奨
学
金
贈
呈
式

講
演
会

「
と
も
し
び
」
第
3
7
号
発
行

以
後
の
事
業
は
追
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
.
、
.
.
.
、
.
.
.
-
、
.
、
.
.
.
、
.
.
.
.
.
、
.
、
.
.
.
.
.
」

叫
サ
ー
ク
ル
紹
介
剛

̃

一
.
.
-
.
.
-
.
●
.
!
.
.
.
.
-
.
.
.
-
.
!
.
.
!
●
.
!
●
.
」

★
英
語
講
座

●
第
一
・
三
金
曜
日

午
前
十
時
̃
十
二
時

・
大
久
保
地
域
セ
ン
タ
ー
三
階

・
講
師
・
松
本
節
也
元
法
政
大
学
教
授

「
さ
し
絵
入
り
英
国
史
」
を
講
読
中
。

請
師
に
よ
る
詳
細
な
訳
注
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
用
の
テ
ー
プ
、
参
考
資
料
を
も
と
に

論
議
し
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
を
若
干
名
募
集
中
で
す
。

●
連
絡
先
・
伊
藤
芙
美
子

(
食
〇
四
六
三
-
九
五
-
四
三
六
四
)

★
楽
し
い
俳
句
会

●
第
三
水
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

・
I
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
請
師
・
柴
崎
宮
子
会
員

柴
崎
先
生
の
熱
心
な
ご
指
導
の
も
と
、

名
句
が
次
々
生
ま
れ
、
目
下
、
合
同
句

集
を
作
成
中
で
す
。

新
会
員
も
募
集
中
で
す
。

・
連
絡
先
・
小
池
朋
子

(
寄
〇
四
五
-
九
〇
二
-
九
七
三
〇
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
I
)

・
第
三
・
四
水
曜
日

午
前
十
時
半
̃
十
二
時
半

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
請
師
・
坂
上
栄
美
子
会
員

「
若
菜
下
」
の
巻
を
読
ん
で
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
平
田
宏
子

(
食
〇
四
-
七
一
四
三
-
一
五
七
三
)

★
源
氏
物
語
を
読
む
会
(
Ⅱ
)

●
第
二
・
三
・
四
火
曜
日

午
前
十
時
̃
十
二
時

・
津
田
塾
大
学
同
窓
会
・
会
議
室

・
講
師
・
坂
上
栄
美
子
会
貝

「
野
分
」
の
巻
を
読
ん
で
い
ま
す
。

・
連
絡
先
・
中
山
律
子

(
寄
〇
三
-
三
三
三
六
-
四
六
二
八
)

★
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン

・
第
三
火
曜
日

午
後
一
時
半
-
三
時
半

・
J
A
U
W
事
務
所
会
議
室

・
講
師
・
河
井
尚
子
会
貝

お
花
か
ら
生
気
を
貰
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が

個
性
を
発
揮
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

若
干
名
、
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

・
連
絡
先
・
山
崎
邦
子

(
食
〇
四
五
-
八
八
一
-
九
〇
〇
二
)

★
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
た
め
に
、

ど
の
サ
ー
ク
ル
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
、
余
裕
が
あ

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
入
会
希

望
の
方
は
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

車中やや
A
了
や
や
や
や
上
す
ふ
す
ふ
す
や
与
や
ふ
○
○
や
o
や
や

車『卜4卜寸卜寸卜○寄せ寸トや
囲

お知らせ

JAUW全国セミナ一

時: 2伽年10月

9日出へ10日(日)

場所:国立女性教育会館

(武蔵嵐山)

テーマ

「グローバルな21世紀を

生きる-平和、平等、教

育の視点から-」

亀
○
○
や
○
や
や
や
A
了
も
O
A
○
○
サ
ム
〇
・
曾
X
す
A
e
A
〇
台

缶を中寺やややや車中中や中寿

S
お
願
い
○

▼
会
費
未
納
の
方
は
お
早
め
に
お
振
り
込

み
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
払
込
用
紙
の
裏

に
書
い
て
あ
る
「
払
い
込
み
の
ご
案
内
」

を
必
ず
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
(
会
計
よ
り
)

▼
住
所
変
更
や
そ
の
他
の
お
知
ら
せ
は
、

東
京
支
部
あ
て
に
、
事
務
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
使
用
済
み
の
切
手
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド

の
ご
協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
編
集
後
記
〉

葡
萄

了
月
を
「
文
月
」
と
い
う
の
は
七
夕
に

詩
歌
の
「
文
」
を
供
え
る
か
ら
だ
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
月
に
無
事
3
6
号

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
原
稿
の
依

頼
に
対
し
て
快
く
ご
協
力
い
た
だ
き
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。
牽
牛
と
織
女
の
年
一
回

の
逢
瀬
が
叶
う
こ
と
を
祈
り
つ
つ
…
。

(
編
集
委
員
一
同
)

と
も
し
び
三
六
号

発
行
日

二
〇
〇
四
年
七
月
一
日

発
行
社
団
法
人
大
学
婦
人
協
会
東
京
支
部

編
集
と
も
し
び
係

〒
胤
0
0
1
7
新
宿
区
左
門
町
十
一
番
六
・
一
〇
一

隔
l
〇
三
二
一
三
五
八
二
八
八
二

印
刷
タ
ナ
カ
印
刷
㈱

譲
〇
三
・
三
三
五
八
・
二
八
八
九


